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プ ロ グ ラ ム
11月26日
[1]準結晶
二宮敏行 (東大 ･理 ):準結晶
小川 泰(筑波大 ･物理工学 ):連続空間中の原子配置のトポロジー
大沢一人(東大 ･理 ):1次元準結晶の電子状態とLie代数
藤原毅夫,時弘哲治 (東大 ･工 ):2次元ペンローズ格子上の電子構造の厳密解
[2]固体中の欠陥
中西 秀,森 弘之(慶応大 ･理工):ホモトピー群を用いた環状欠陥の分類とそのエネルギー的安定性






中原幹夫 (静岡大 ･教養 ):3Heの超流動とトポロジー
田中文彦 (東京農工大 ･一般教育):トポロジーと高分子物理
辛)報告は ｢物性研究｣48(1987)189,｢素粒子論研究｣75(1987)E59.
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[5]Berryの位相
高野健一 (名大 ･理 ):物性におけるBerryの位相
青木秀夫 (東大 ･理 ):ヤーン･テラー効果におけるBerryの位相
[6]Index定理
江口 徹 (東大 ･理 ):Index定理 :introduction
平山 実 (富山大 ･理 ):場の量子論とindex定理
[7]ゲージ場のトポロジー
大貫義郎 (名大 ･理 ):(2+1)次元時空におけるスピンと統計
11月28日
倉辻比呂志 (立命館大 ･理工 ),飯田普司 (阪大 ･核物セ):Phaseホロノミ-
原田恒司,筒井泉 (東工大 ･理 ):Anomalousなゲージ理論
尾高一彦,伊藤敏晴 (筑波大 ･物理 ):時間依存の粒子描像における量子ホロノミ-とゲー ジ不変な量子化
豊田文彦 (近畿大 ･九州工 ):Weinberg-Salam模型における古典解
三宅章吾 (東北大 ･工 ),静谷兼- (東北大 ･理 ):アノマリー をもつ2次元のsolvableゲー ジ･モデル
柏太郎,船久保公一 (九大 ･理 ):カイラル･ゲージ不変な格子上のフェルミオンの理論
川村嘉春,田村博志 (金沢大 ･理 ):Fermionicdeterminantとカイラル異常
[8]量子ホール効果
松山豊樹,石川健三 (北大 ･理 ):量子ホール効果とQED
準 結 晶
東大 ･理 二 宮 敏 行
1.はじめに
準結晶 (quasicrystal)とは,液体から急冷したA16Mnにおいて見出された(1984年 )特異な構造を
持つ固体相であるo')この固体相の電子線回折パターンは,方向により5,3,2回対称を示 し,その角度関
係から,正20面体対称を持っている｡このような対称性は周期的構造とあいいれない｡したがって,こ
の新しい固体相は結晶ではない｡しかし,シャープな回折斑点は,何らかの意味の長距離秩序の存在を意
味している｡一体,このような性格を持つ構造 とは,具体的にどのようなものであろうか｡
なお,準結晶をつくる物質は,その後,かなり数多くの2元,あるいは3,4元合金で見出されるにい
たった.特に,Al-Li-Cu,A卜Cu-Feの準結晶相は,徐冷,あるいは融点直下の温度での焼鈍にも安定
であることが見出されている｡
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